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【要  約】 

本研究は、ＩＣＴ活用スキルと授業力の向上につながる教師の主体的な学びを支援する研修

プランを開発するものである。１年次は、研修デザインシートの作成や個人目標の設定、振り

返りを取り入れ、効果を確認したが、個人目標の設定や振り返りの質に課題が残った。２年次

は、その改善を図り、個人目標の設定の場、実践と研修での学びを結び付ける機会、自己の在

り方に気付くリフレクションの時間の三つが本プランの重要な要素であることが確認できた。 

【キーワード】 個人目標の設定 知識・情報のインプットと実践の往還 振り返り 

１ 研究の目的 

令和３年１月の中央教育審議会答申では、「令和の日本型学校教育」が提唱され、子どもたちの

個別最適な学び、協働的な学びの充実に加えて、主体的・対話的で深い学びに資するＩＣＴ環境の

活用や教職員の研修の在り方が整理された。具体的には、ＩＣＴを活用し、学習履歴や生徒指導上

のデータを蓄積・分析・利活用しながら個別最適な学びの充実を図ることなどが述べられている。

また、教師の学びを一層深めていくためには、変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的

に学ぶ主体的な姿勢が必要であるとされた。令和４年12月の中央教育審議会答申では、「新たな教

師の学びの姿」として、主体的な姿勢、継続的な学び、個別最適な学び、協働的な学びの四つが示

され、教師自身の学びの転換が求められている。 

本県では、ＩＣＴを活用した体系的で質の高い教育を推進するため、「愛媛県ＩＣＴ教育推進ガ

イドライン」（以下「ガイドライン」という。）を策定し、児童生徒と教師が身に付けるべきＩＣ

Ｔ活用スキルを示している。本室でも、このガイドラインに沿った研修の充実を図り、教師のＩＣ

Ｔ活用スキルの向上に努めてきた。しかし、知識や技能の習得に重きを置いた研修内容であったた

め、教師自らが学び、その学びを継続していく主体的な研修とは隔たりがあった。

１年次は、独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）の「「研修観の転換」に向けたＮＩＴＳか

らの提案（第一次）」（以下「ＮＩＴＳからの提案」という。）を踏まえ、教師の主体的な学びを

支援するため、研修デザインシートを作成し、研修内容を個人目標の設定や多様な研修方法の導入

へと変更した。研修効果は高く、多くの教師の達成感や内容の有用性が確認できた。一方で、個人

目標の設定や振り返りの質的向上の必要性などの課題が明らかになった。 

そこで、本研究では、１年次の課題を踏まえ、教師の主体的な学びを支援する研修プランを再構

築することで、ＩＣＴ活用スキルと授業力の向上を図るとともに、主体的に学ぶ意識を醸成し、新

たな教師の学びの姿の実現につなげたいと考え、本研究主題を設定した。 

２ 研究の内容 

⑴ 教師のＩＣＴ活用スキルと実態調査

ア ＩＣＴ活用スキルと授業力について

教師に求められる資質・能力として、本県では

「実践的指導力」「組織力」「信頼構築力」「人

間力」の四つを提示している（図１）。このうち

「実践的指導力」は、「授業力」と「省察力」と

の往還によって涵養されるものとされており、更

に七つの力に細分化されている。その構成要素の

一つとして「ＩＣＴ活用能力」が位置付けられて
図１ 本県の教師に求められる資質・能力 

２年次 
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おり、授業力の向上には一定のＩＣＴ活用能力が不可欠であると考えられている。なお、「ＩＣＴ活

用能力」に関する具体的なスキルについては、ガイドラインにおいて詳細に示されている。 

イ 実態調査

文部科学省が令和２年

に公表している「教育の

情報化に関する手引－追

補版－」では、学習場面

に応じたＩＣＴ活用の分

類例が示されており、そ

の具体的な内容が整理さ

れている（図２）。これ

らの分類は、一斉学習、

個別学習、協働学習とい

った学習形態に対応した

ＩＣＴの活用方法を体系

的に示したものであり、

教師が授業の中でＩＣＴ

を効果的に活用するため

の実践的な指針となっている。 

このような分類例を授業実践に取り入れることができれば、教師のＩＣＴ活用能力の向上のみなら

ず、授業力そのものの向上にもつながると考えられる。また、学習者の主体性を引き出す場面におい

て、ＩＣＴを活用することは、学習の質を高める上で重要な意味を持つ。 

そこで本研究では、本室が実施する課題別研修及び出前講座に参加した教師を対象に、研修の前後

でアンケート調査を実施した。この調査では、研修参加者が授業においてＩＣＴをどのように活用し

ているか、また、研修を通じて授業力の向上を実感しているかについての意識や実践状況を把握する

ことを目的とした。さらに、事前アンケートの実施には、参加者が自身の苦手とする学習場面におけ

るＩＣＴ活用をメタ認知する効果がある。このことは、研修への意欲を高めるとともに、研修中の協

議において他の参加者に実践事例を質問する契機となる。 

研修前に実施した事前アンケートの結果（図３）によると、10項目中９項目で「できる」「ややで

図２ 学習場面に応じたＩＣＴ活用の分類例 
教育の情報化に関する手引－追補版－ 

（「学びのイノベーション事業」実践研究報告書より） 

図３ 学習場面に応じたＩＣＴ活用の分類例に関する事前アンケート結果（56名） 
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きる」を合わせた割合が70％を上回っていることから、授業におけるＩＣＴ活用は一定程度進展して

いると考えられる。最も高い値を示しているのは、98％の「教員による教材の提示」である。この項

目のＩＣＴ活用能力は、もう既に多くの教師が身に付けていると言える。一方で、70％を下回ってい

る項目は、「学校の壁を越えた学習」だけである。「学校の壁を越えた学習」とは、インターネット

を活用し、遠隔地や海外の学校、さらには学校外の専門家と意見交換や情報発信を行う学習活動を指

す。これらは日常的な授業でのＩＣＴ活用とは性質が異なるため、該当項目の評価が低くなったと推

察される。70％から80％の項目は、「個に応じる学習」「思考を深める学習」「家庭学習」「協働で

の意見整理」「協働制作」の５項目である。 

⑵ 教師の主体的な学びを支援する研修プランの再構築

ア 研修デザインシートの作成

１年次に作成した「研修デザインシート」を、２年次も引き続き活用し、研修の構成要素を明確化

した。１年次と同様に、研修目標、研修内容、研修過程・方法の三要素を整理し、参加者の主体的な

学びを促進するための工夫を盛り込んだ。なお、研修目標は、以下の三点とした。 

イ 研修プランの再構築

１年次は、教師の主体的な学びにつながる研修を実施するために、これまでの研修内容に「ＮＩＴ

Ｓからの提案」を踏まえ、研修の流れを再構成した。１年次の研修では、研修前に研修デザインシー

トに記載された研修目標を参加者に提示し、Microsoft Forms（以下「Forms」という。）を用いた事

前アンケートにより、各自が、個人目標を設定する形式を採用した。研修過程を「導入」「展開１」

「展開２」「振り返り」の四つに分けて構成し、「振り返り」では、事後アンケートを通じて個人目

標の達成状況や研修の過程・方法に関する評価を収集した。さらに、研修後１か月をめどに、 Forms 

による研修後アンケートを実施し、参加者が自校において研修内容をどのように活用しているかを把

握することにした。 

２年次は、１年次の実践を踏まえ、研修の

基本的な流れは維持しながらも、幾つかの改

善を加えた（図４）。具体的には、次の三つ

である。一つ目は、個人目標を設定する時期

である。１年次は、事前アンケートによる個

人目標の設定後、研修日までに時間が空いて

いたので、参加者が自身の目標を忘れてしま

うということが起こった。これを受けて、従

来実施していた研修前後の開閉会行事（各10

分程度）を廃止し、その時間を活用して、研

修講師による研修の目的や流れの説明を行う

とともに、参加者が研修当日に個人目標を設

定する時間を設けることとした。二つ目は、

研修過程における展開の構成である。研修の

「展開」過程については、１年次は、「展開１」と「展開２」の二段階に分けて実施した。しかし、

実際の研修運営においては「展開１」と「展開２」の順序が入れ替わる場合や、「展開２」が複数回

にわたる場合があるなど、より柔軟な構成が求められることが判明した。また、「展開１」において

は、知識・情報の正確な理解を促すインプットの時間が、必要であることも明らかとなった。これら

の点を踏まえ、２年次は「問題提起・インプット」と「参加・体験・協議」の時間を往還することが

できるようにし、両者を組み合わせた「展開」へと再構成した。これにより、参加者が「問題提起・

Ⓐ 知識やスキルについて、新しく知ること。
Ⓑ 自らの教育実践の特徴や考えの枠組みについて、気付きがあること。
Ⓒ 自己の「在り方」について、気付きがあること。

図４ ２年次の研修プランの再構築 
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インプット」と「参加・体験・協議」を行き来しながら理解を深められるようになり、より高い研修

効果が期待できる。三つ目は、振り返りの共有化である。研修後半には、「振り返り」としてリフレ

クションの時間を設けた。１年次は、各参加者が個別に振り返りを行う形式であったが、その結果、

新たな気付きを得る機会が限定的であった。そこで、２年次は参加者が研修を通じて得た気付きを言

語化し、共有する機会を設定した。また、Microsoft Excel（以下「Excel」という。）やGoogleスプ

レッドシート（以下「スプレッドシート」という。）の共同編集機能を活用し、参加者がリアルタイ

ムで振り返りを記入・共有できるようにした。他者の視点や意見を取り入れることで、新たな気付き

を得やすい環境を整えた。 

 ２年次の研修の流れに沿って、出前講座では３講座、課題別研修では６講座、計９講座実施するこ

とができた（表１）。出前講座は90分間、課題別研修は1 8 0分間で実施されることが多い。本研究が

目指す「参加者の主体的な学びを促進する研修」を実現するためには、知識・情報のインプットと参

加者間の協議の時間を、適切に配分することが不可欠である。90分間の研修では、限られた時間内で

両要素を効果的に取り入れるために、研修内容の精選と時間配分の工夫を行った。1 8 0分間の研修で

は、時間的余裕があることから、インプットと協議の双方を十分に確保して、参加者の理解の深化及

び実践的な学びの促進につながるようにした。 

⑶ 研修プランの実践

ア 研修の目的の説明と個人目標の設定

研修開始時、講師が資料を基に「新たな教師の学

びの実現」をテーマに、オリエンテーションを行っ

た（図５）。これは、従来型の研修観からの転換を

促すことを目的としている。具体的には、教師が主

体的に学び続けることの重要性を伝え、ＮＩＴＳが

提唱する参加者を主語にした「研修デザインの三角

形」、各研修における研修デザインシートに記載し

た研修目標Ⓐ～ⓒを参加者に提示した。そして、研

修内容を説明し、参加する研修における具体的な個 図５ オリエンテーションの様子 

表１ 主な研修とその内容 

※１ 本県で策定している「愛媛県ＩＣＴ教育推進ガイドライン」における「教師のＩＣＴ活用チェックリスト」の該当項目
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人目標を設定する時間を設けた。 

共同編集機能を備えたExcel又はスプレッドシートを用いて個人目標の設定を行った（図６）。シ

ート上部には、講師が提示したⒶ～ⓒの３要素を含んだ研修目標を記載し、参加者は、それを踏まえ

て、自身の個人目標を記入した。さらに、振り返りの時間には、個人目標欄の右側に設けられた記入

欄に、各目標の達成度や自己の振り返りを記述するようにした。このプロセスにより、参加者は研修

の目的を自らの実践に結び付け、主体的な省察につなげることができると考えた。 

イ 展開

 ここで、２年次に再構成した「展開」の過程について紹介する。「問題提起・インプット」と「参

加・体験・協議」の時間を、往還するような構成として、課題別研修「基礎から学ぶ小学校プログラ

ミング教育の授業づくり」「基礎から学ぶGoogle Workspace for Education」「基礎から学ぶ学習支

援アプリ」の３講座を取り上げる。 

（ア） 課題別研修「基礎から学ぶ小学校プログラミング教育の授業づくり」

 研修の前半で、愛媛県のデジタルコーディネーターである昭和女子大学の森秀樹准教授によるオン

デマンド動画「家族で体験！プログラミングを通じた学び１」「家族で体験！プログラミングを通じ

た学びPart２(実践編)１」の２本を視聴した（図７）。動画では、小学校におけるプログラミング教

育の意義やプログラミングツール「OctoStudio」の使い方などが紹介された。続いて、参加者が自己

決定できる場として、８種類のプログラミング教材を体験で

きるコーナーを設けた（図８）。知識・情報のインプットと

体験を組み合わせ、参加者は、８種類の教材を自分のペース

で回りながら研修を進めた。参加者からは「様々なキットを

知れてよかった」「レゴエデュケーションを試す中で、子ど

もたちの思考を想像しながら、実践できた」「自分が知りた

かった教材の活用法について、具体的に知ることができた」

「ビスケットでプログラムすることができたので、授業でも

取り入れたい」というような意見が寄せられた。このことから、参加者が自分に必要な教材を選択す

ることで、より主体的に研修に参加できたことがうかがえる。 

図６ 共同編集による個人目標・振り返りシート 

オリエンテーション後に
個人目標を記入

振り返り（リフレクション）の時間に記入 

図８ 教材を体験する様子（左からViscuit、mBot、micro:bit） 

図７ オンデマンド動画 
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研修の後半には、協議の時間を設け、自校での実践例や年間カリキュラムについて共有した。参加

者からは、「小学校の先生方との情報共有をすることで、他校種の取組を知るとともに、校内で共有

したいと考えた」といった意見があり、新たな気付きが生まれ、次への展望が感じられた。 

（イ） 課題別研修「基礎から学ぶGoogle Workspace for Education」

研修の前半で、知識・情報のインプットの時間として、「Google Classroom」「Googleスライドの

共同編集機能」「Googleフォーム」の活用方法について、講師による説明を行った。参加者にこれら

のツールに関する基本的な機能や教育現場での活用事例を紹介した後、それぞれ個人で演習を行い、

操作方法の習得を図った。演習後には、参加者同士で、これらのツールが学校現場のどのような場面

で活用可能かについて協議を行い、実践的な視点から意見交換を行った。 

研修の後半で、研修全体を通して得

られた気付きや、更に深く探究したい

と感じた内容について、参加者がグル

ープに分かれて協議を行った。この話

合いには、協議支援ツール「えんたく

ん」を活用した（図９）。「えんたく

ん」とは、直径約１メートルの円形段

ボール板を用いた話合い支援ツールで

あり、参加者が円座になって膝上又は机上に設置し、その上に、丸型の紙を置いてペンで自身の考え

を記述しながら協議を進めるツールである。また、協議の内容としては、ＩＣＴ活用の教育的効果と

利点に関するもの、ＩＣＴ機器の導入時の工夫や留意点などが挙げられた。「えんたくん」の使用に

より、各自の考えを視覚的に共有することが可能となり、他者の意見を参照することで自己の考えと

の関連付けが促進された。その結果、異なる視点や意見が引き出される活発な協議が展開され、参加

者間のコミュニケーションの円滑化につながった。 

研修の総括として、森准教

授によるオンラインでの講話

を実施した（図10）。講話で

は、アナログとデジタルの教

育的価値について言及し、高

校生との対話型授業において

「えんたくん」を活用した実

践事例が紹介された。この実

践事例では、デジタルツールによる共同作業とは異なる、対面によるアナログな対話の重要性が示さ

れた。また、生成ＡＩの急速な普及に関する現状として、大学生の利用率が３年前には数パーセント

であったものが、２年前には約50％、昨年には90％以上にまで増加しているというデータが提示され

た。最後に、生成ＡＩとの最適な関わり方について、森准教授は、「生成ＡＩのみを活用した学習」

は知識の定着率が低い傾向にある一方で、「従来の学習方法と生成ＡＩを組み合わせる」ことで、学

習効果が最大化されることを強調された。これからの教育においては、生成ＡＩをいかに賢く活用し

て、学習を深めていくかを考えることが重要であると結論付けられた。 

（ウ） 課題別研修「基礎から学ぶ学習支援アプリ」

研修の前半で、知識・情報のインプットを目的として、「ロイロノート」「Kahoot!」「ふきだし

くん」「Canva」「Padlet」等の学習支援アプリの活用方法について、講師による説明を行った（図

11）。各アプリの基本的な機能に加え、

教育現場における具体的な活用事例を紹

介した後、参加者は個人で演習を行い、

操作方法の習得を図った。演習終了後に

図９ 「えんたくん」を使った協議の様子 

図10 森准教授による講話の様子

図11 知識・情報のインプットの様子 
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は、参加者が「Padlet」を用いて、各アプリの学校現場における活用場面を記述・共有する活動を行

い、実践的な理解の深化を促した。 

研修の後半で、参加者がグループに分かれ、「えんた

くん」を活用して、研修を通じて得られた気付きや、印

象に残った事項、明らかになった課題、今後取り組みた

い内容等について意見交換を行った（図12）。話合いの

中では、各アプリの利便性に関して「便利である」「業

務の時短につながる」といった肯定的な意見が多く、業

務効率化への貢献が高く評価された。さらに、教育現場における実用性については、授業中の活用や

児童生徒とのコミュニケーション手段として有効であるとの意見が多数であった。教材作成や他のＩ

ＣＴ機器との連携においても、今後の展開に可能性が見いだされた。一方で、操作に対する不安を示

す声もあり、導入に際しては十分なサポート体制の整備が求められることが共有された。 

ウ 振り返り（リフレクション）

表２は、参加者がExcel又はスプレッドシートに、研修前半に記入した個人目標と研修後半に記入

した振り返りの一部をまとめたものである。 

図12 意見交換の様子

表２ 参加者の個人目標と振り返り 

講座名 参加者が設定した個人目標 振り返り 

出前講座 

授業における 
ＩＣＴ活用 
クラウドサービス
の活用

ロイロノートの基礎的な使い
方を理解し、保健体育や道徳
科の意見交流や、授業に生か
せるようにする。

協議では、他の先生方がどのように活用されているかを知る
ことができた。また、素材ライブラリに授業展開について詳
しい説明があり使い方が分かった。意見の集約など、視覚的
に分かりやすく行うことができるので、授業内の交流時間の
短縮や充実につながっていくと感じた。今後、より一層、活
用しながら自分の授業展開について考えていく必要があると
気付くよい機会となった。 

ロイロノートの基本操作を習
得し、授業で活用できるよう
にする。

グループで意見を出し、整理するためのツールとして、とて
も有効だと思った。とにかく使ってみることが大切。使って
いるうちに効果的な活用法が身に付くと思う。 

課題別研修 

基礎から学ぶ 
Google Workspace 
for Education 

共同編集の機能を理解し、授
業で活用する。基礎的な機能
は使えるが、自信を持って使
えるようにする。 

内容を簡略化すれば、低学年でも扱えそうだと思った。高学
年になれば利用の幅が広がるので、自分が担任するまで更に
知識を深めたい。そして、本日学んだことを校内で共有し、
全体のスキルアップを図りたい。また、業務改善につながる
ことも多かったので、Googleや生成ＡＩを上手に使い、自分
自身もアップデートしたい。 

研修を通して、ＩＣＴ活用の
選択肢を広げる。生成ＡＩの
活用方法について検討する。 

学校では、Microsoft365、ロイロノート、ＥＩＬＳなどを使
用しているが、Googleを活用した方が、操作性がよいと感じ
るものがあった。目的に応じて、最適なものを活用できるよ
うにしていきたい。特に、スライドへコメントできる機能、
共同編集機能は生徒の学びを深めるよいコンテンツになりそ
うだと感じた。学習効果の向上、業務効率化などのために、
活用技術を高めていきたい。 

課題別研修 

基礎から学ぶ 
Microsoft365 

使ったことがないため、何が
できるのかを知り、今後の教
育活動にどう生かすかを考え
たい。 

言葉として聞いたことがあった生成ＡＩのことを聞くことが
でき、使ってみようと思うよいきっかけになった。森先生の
話のように、まずは一歩を踏み出してみようと思う。 

基本的な操作方法を学び、こ
れからの教育活動に生かすた
めのきっかけとする。 

共同作業をすることで、作業を効率よく進めることができる
と分かった。Formsのアンケートやクイズも積極的に活用し
たい。今日の記憶が薄れないうちに一度使いたい。 

課題別研修 

基礎から学ぶ 
学習支援アプリ 

様々な実態の生徒に合わせた
学習支援アプリの使い方を学
ぶ。 

学習支援アプリを使用することで、校務の省力化や新しい視
点での教材の提示ができることが分かった。今後の課題とし
ては、特別支援学校で生徒の実態差が大きい場合の一斉授業
での使い方や、重度の障がいのある生徒が使用するための一
工夫、重度の障がいのある生徒に適した使い方を学んでいき
たい。自身の学校のセキュリティポリシーの把握が正確にで
きていないことが分かったので確認していきたい。 

ロイロノートの基礎的な操作
方法を学ぶ。ＩＣＴを用いた
効果的な学習方法を知る。児
童が出した意見を、グループ
で話し合いながらまとめてい
ける方法を知る。

ふだん、授業準備に精一杯で、効果的な学習支援アプリを知
りたくても、後回しになっていたのですごく貴重な時間だっ
た。自分の心や時間に余裕がないと、児童に真摯に向き合う
ことができなくなる時があったので、今回知ったアプリを効
果的に使ってみたい。また得た知識を、学校内でも共有して
いきたい。 
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参加者が設定した個人目標では、「基礎的な使い方を理解」や「基本的な操作方法」といった記述

が見られ、多くの参加者が、ＩＣＴ活用の基礎的な理解や基本操作の習得を目標として掲げていた。

また、「授業に活用できるようにする」「共同編集の機能を理解し、授業に活用できるようにする」

「ＩＣＴ活用の選択肢を広げる」「教育活動にどう生かすか」「生徒に合わせた」などの記述から、

授業での具体的な活用方法や、授業への実践的応用を重視する傾向も見られた。達成状況では、個人

目標については「できた」56％、「ほぼできた」42％で、合計98％に達している（図13）。この結果

は、研修内容

が参加者の個

人目標と整合

し、実践的か

つ有効な学び

を提供できた

ことを意味す

る。特に、操

作体験を通じ

た理解促進が

目標達成に寄与した可能性が高い。次に、Ⓑ「教育実践の枠組みに関する気付き」の達成状況では、

「できた」73％、「ほぼできた」27％で、合計 100％と非常に高い達成度を示した。「意見の集約な

ど、視覚的に分かりやすく行うことができるので、授業内の交流時間の短縮や充実につながっていく

と感じた」「特別支援学校での生徒の実態差が大きい場合の一斉授業での使い方や、重度の障がいの

ある生徒が使用するための一工夫、重度の障がいのある生徒に適した使い方を学んでいきたい」など

の記述から、実践への積極的姿勢が顕著であることが分かる。ⓒ「自己の在り方に関する気付き」に

ついても、「できた」58％、「ほぼできた」42％で、合計で 100％と高い達成度を示した。ただし、

「できた」の割合がⒷより低いのは、ＩＣＴの教育的可能性に対する理解が進む反面、実践への自信

や応用力には課題が残るためだと考えられる。一方で、「森先生の話のように、まずは一歩を踏み出

してみよう」「記憶が薄れないうちに一度使いたい」「自身の学校のセキュリティポリシーの把握が

正確にできていないことが分かったので確認したい」「学校内でも共有したい」という意見から、Ｉ

ＣＴ活用スキルの必要性を認識し、自己の在り方に変化が生じていることが分かる。総じて、本研修

プランの実践は、参加者に対し、Ⓑ・ⓒの研修目標を高い水準で達成させる効果があったと評価でき

る。 

⑷ 事後アンケート結果

参加者が授業においてＩＣＴをどのように活用しているか、また、研修を通じて、授業力の向上を

実感したかを把握するために、研修後１か月頃に事後アンケートを実施した（図14）。事前アンケー

トの結果で、70％から80％の５項目「個に応じる学習」「思考を深める学習」「家庭学習」「協働で

の意見整理」「協働制作」に関しては、「できる」「ややできる」を合わせた割合が、全て80％以上

となり、増加した。それ以外の項目でも、全10項目中９項目で増加した。このことから、本研修は、

教師のＩＣＴ活用スキルと授業力の向上につながったと考えられる。 

図15は、「研修が自身の授業力の向上につながったか」という質問に対する回答結果を示したもの

である。回答は「つながった」「ややつながった」「あまりつながらなかった」「ほとんどつながら

なかった」の４件法で構成されており、そのうち「つながった」が70％、「ややつながった」が30％

を占め、1 0 0％に達した。このことから、本研修プランが、研修参加者の授業力の向上に有効であっ

たことが明らかとなった。さらに、「つながった」「ややつながった」と回答した理由の記述内容を

分析した結果、授業力向上に寄与する要因として、ＩＣＴ機器の操作習得、生成ＡＩの活用理解、児

童生徒の学習意欲向上の三つの側面が抽出された。特に、実際に操作・体験する研修形式は、教師の

活用意欲を高め、授業実践への移行を促進する重要な要因であると考えられる。 

図13 達成状況 （56名）

個人目標

Ⓑ 自己の教育実践に関する

気付き

ⓒ 自己の在り方に関する

気付き 
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３ 研究のまとめ 

１年次に明らかとなった課題である個人目標設定の方法、振り返りの質的向上の二点に対する改善

の取組と、２年次新たに実施した内容及びその成果について検証する。 

まず、個人目標設定の方法についてである。２年次は、従来実施していた開会行事を廃止し、研修

冒頭に約10分間の時間を確保した。この時間を活用し、研修講師による目的及び研修の流れの説明を

行った後、参加者が自身の研修目標を設定する時間を設けた。参加者が設定した個人目標には、基本

操作の習得や授業への実践的応用を重視する傾向が見られた。また、協働学習や意見交換を促進する

機能への関心も示されており、単なる技術習得にとどまらず、教育実践の質的向上を志向する姿勢が

確認された。研修当日に目標設定の時間を設けたことにより、参加者は研修の目的を明確に理解し、

自身に必要なスキルや学習内容を具体的に想起することが可能となり、個人目標の設定を促進する要

因となったと考えられる。 

次に、振り返りの質的向上についてである。２年次は、研修で得た気付きを、共同編集機能を備え

たExcel又はスプレッドシートに記入する形に変更した。参加者が自己の振り返りを相互に共有する

ことで、気付きへの深化が促された。また、展開の過程で、協議支援ツール「えんたくん」を導入し

た協議を幾つかの講座で実施した。協議内容を「研修を通しての気付き」としたことで、自己を振り

返る内容が含まれる形となった。これにより、異なる視点の獲得や自己の気付きがより促進され、振

り返りの質的な向上につながった。 

加えて、２年次の新たな取組として、課題別研修の３講座において、森准教授による講話（オンデ

マンド動画を含む）を実施した。森准教授は、ＩＣＴや生成ＡＩを「道具」として位置付け、教育目

的に応じて主体的に選択・活用する姿勢の重要性を強調した。講話では、アナログとデジタルの教育

図15 「研修が自身の授業力の向上につながったか」の回答（56名） 

図14 学習場面に応じたＩＣＴ活用の分類例に関する事後アンケート結果（56名）

+ 2% UP

+20% UP

+11% UP

+11% UP

+17% UP

+ 7% UP

+ 9% UP

+13% UP

+16% UP

変化なし 

事前アンケートの「できる」 
「ややできる」を合わせた 
割合からの変化 
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的価値の比較、生成ＡＩの普及状況、ツールの本質的な意味についての考察が示され、教師が自身の

教育観に基づいて学びをデザインする必要性が示唆された。さらに、具体的な実践例やツール活用の

紹介を通じて、教師が自らの授業に応用可能な視点を得ることができた。これにより、技術に依存す

るのではなく、目的意識を持って学びを構築する姿勢が育まれ、専門家による講話は教師の主体的な

学びの深化に寄与したと評価できる。 

 以上の結果から、ＩＣＴ活用スキルと授業力の向上につながる教師の主体的な学びを支援する研修

プランの開発において重要な要素は、以下の三つであると考える。 

 一つ目は、参加者が研修を通して何を学びたいのかを明確にするために、個人目標を設定する場を

設けることである。研修内容を把握した上で、参加者自身が研修を通して「何を学びたいか」という

問いを立て、研修に参加することは、参加者の主体的な姿勢を形成する契機となった。 

 二つ目は、これまでの実践と研修で学んだことを結び付ける機会を設けることである。研修を通し

て身に付けた知識やスキルを、どのような場面で活用できるか想起し、参加者同士で情報交換する機

会を設けたことは、自らの教育実践について振り返り、他者の考えに触れ、新たな気付きを促すこと

につながった。 

 三つ目は、自己の在り方に関する気付きを促すリフレクションの時間を確保することである。研修

を通して自分は何を学んだか、これからどのようなことに取り組んでいきたいか、自己を見つめる場

を設定し、それをアウトプットして多様な気付きに触れることは、自己の在り方に関する気付きを促

すことにつながった。 

 本研究を通じて、個人目標の設定、新たな知識・情報のインプットと実践の往還、振り返りを統合

した研修モデルは、教師の主体的な学びを促進し、授業力の向上に寄与する有効な枠組みであること

が確認できた。 

 私たちは、新たな教師の学びの姿の実現を目指して、研修をデザインする担当者として、参加者を

主体とした研修へ転換を図ろうと、試行錯誤してきた。これまで行ってきたＩＣＴ活用スキルに関す

る研修では、知識や操作方法の習得に重きを置いたものが多くあった。当初、協議を多く取り入れ、

学んだことや気付きをできるだけアウトプットすることで、知識・スキルの定着を図ることを目指し

た。しかし、どのような使い方ができるかよく分からないものに対して、何ができそうか考えても、

どうしてよいか分からず、ＩＣＴを活用していこうという前向きな気持ちを持つことは難しい。だか

らこそ、インプットとアウトプットのバランスが大切であると感じた。知識・情報のインプットや参

加・体験・協議を往還しながら、確かな知識やスキルを身に付けた上で、自分が何を学んだか、どの

ような気付きがあったか、自分と向き合う時間を十分に確保し、それをアウトプットして、多様な考

えに触れ、更に学びを深めていくことが、教師の主体的な学びにつながっていくのではないかと考え

る。 
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